フッ化物洗口推進事業説明会

日時：７月１２日（木）

場所：南幌町立南幌小学校（畑島俊治校長：13学級児童数約370名）
南幌町では南幌小学校、南幌中学校での今年度中のフッ化物洗口開始を目指している。この日は南幌小学校で教職員対象の説明会が行われた。

出席は校長、養護教員を含めた教職員19名と教育委員会から数名、岩見沢保健所秋野先生、学校歯科医加藤久尚先生であった。秋野先生、加藤先生、教育委員会がそれぞれ順番に25分、25分、10分の計60分説明を行い、質疑応答を受けた。
加藤先生は自作資料を用いて、虫歯の成り立ち、むし歯の治療は永久に保たれるものではなくいずれ再治療が待っていること、カリエスリスクは乳幼児期が高いこと、低年齢での虫歯を防ぐことが肝要であること等について説明され、南幌町内の幼稚園・小学校・中学校のデータを示し、この地域においては特に必要であると強調された。
教育委員会からは手順（案）、実施スケジュール、父母説明会（夏休み明け）、についての提案があった。
続いての質疑応答は１時間を大幅に超過して続いたが、秋野先生が他の会議のために退出、これをもって終了となった。
質疑応答の内容について

質問：なぜ集団なのか？

個々の体調に合わせた1対1の医療行為が理想では？
南幌町の規模で何故もっと一人一人出来ないのか？ 
子供の体の事を学校だけに任せるのはいかがのものか？

回答：秋野先生
条例制定の際にもまさに学校に任せることの是非について議論が重ねられたが、結局、これまでのやりかたでは成果が得られなかったことから、他の県に倣い学校で行った方がよいという結論に達した。むし歯のみならず様々な病気が家庭環境に左右されており、子どもたちの健康を地域全体で守ってあげるべきであるということは時代の流れである。
回答：加藤先生
国を挙げて個人個人の予防対策をとっているスウェーデン方式を真似ることができればよいが、現在の日本ではできない。家庭に任せると経済状況や歯科ＩＱに左右され、健康脱落者が出てしまう。そこで次にすぐれたアイルランド方式、つまりフッ化物洗口を実施したほうがよいという考えになった。

質問・要望：以前に比べるとむし歯が非常に少ないのに何故南幌で？
　　　保護者に対する情報は一方的にならず、反対意見も紹介してほしい

回答：秋野先生

医学的に誤った情報はネット上に残るが私からは紹介できない
加藤先生のデータにもあったが、中２以降はすごく増えているので大事
質問：少量でも誤飲するとよくないのでは？
回答：秋野先生

米国では水道水に入っているくらいなので心配はありません。

たまたま体調不良の場合は、申し訳ありませんがしかるべき対処をしていただきたい。ハンバーガー１コにも0.2ｍｇのフッ化物は含まれているので、少量の誤飲がいけないとなると、ダブルバーガーは食べられないことになり、魚を食べるともっと大量に体に入ることになる
質問：フッ化物洗口の後で体調不良があった場合の連絡体制はどうなるのか
問題が生じたときにフッ化物に対する不安を払しょくしてあげる体制をつくるべきでは？
学校なら子供も保護者も抵抗しないだろうという安易な発想ではないのか？

自分はアレルギーがたくさんあり、０ですという言葉は信用できない

フッ化物洗口を選択しない子どもに対するいじめの事は考えたのか

このあとの保護者説明会できちんと事実を伝えて欲しい
インターネットでＷＨＯは６歳未満に禁忌と書いてあるが？

なぜ４歳からなのか？

フッ素入り歯磨き剤に警告文があるが？ →赤ちゃんのいたずらに対してです
骨肉腫等、疫学的に調査せよとする情報もあるが？関節痛は？

Ｐ．Ｓ．秋野先生から聞いたこぼれ話

夕張ではフッ化物洗口に係る年間予算を財政再建団体の身でどのようにねん出するのかといった質問に対し、当会の木村先生がボランティアだと思って自分が負担しますと言われたそうです。
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